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１．目的 

 典型 7 公害とされる環境問題は、住居や移動体単体の改善や工場、施設等の

自らの配慮により、経年的に減少・改善傾向にある。ただし、建設工事に起因

する騒音については、苦情件数が上昇傾向にあり、訴訟等へ発展する事例も増

加している。実際の施工の現場においても騒音改善の世論等に対応すべく常時

計測を行い、情報板等にて計測値を表示しているケースも多い。また、騒音規

制法にて特定建設作業として設定されている工事にあっては JIS 等の規格に従

って適正に計測を行い、定められた規制値を下回ることが義務付けられている。 

上記のように、法令に対応した計測や地域住民との円滑な関係性の確保のた

めには、建設工事騒音のみを計測し、評価する必要があるが、計測時には救急

車のサイレンやヘリコプターの飛来音など、目的とする騒音以外のノイズが混

じることも多く、これらについては異常音処理として計測後に当該箇所を除外

することで対応を図っている。しかしながら、建設作業の場所の多くにて前述

のノイズのほか、季節性の鳥や昆虫の鳴声の騒音曝露を受けている。これら生

物由来のノイズは絶え間なく発せられるため除外処理ができず、鳴き声の影響

を受ける時期は適正な計測値を確保することが非常に困難な状況にある。 

そこで、生物由来のノイズのみを除外するローパスフィルタを開発し、

季節を問わず一年を通じて適切な建設工事騒音を計測可能な装置を開

発したため、ここで報告する。 

２．ローパスフィルタの概要  

ローパスフィルタとは特定の周波数以外の信号を遮断する機能を有し、

低周波帯域のみを通過させるフィルタのことであり、低域通過フィルタ

またはハイカットフィルタと呼ばれることもある。 

建設機械騒音の周波数特性は概ね低周波帯にピークがあり、高くても主要周波数帯は 2000Hz程度である。 

ここで自然由来の昆虫類等の鳴声はより高周波帯にあると想定され、当該周波数帯を全体のレベルに影響が

ない程度に除外できれば建設工事騒音のみを取り出せると考え、ローパスフィルタを作成することとした。 

３．除外ノイズの特性の把握  

弊社での数多くの騒音の計測実績に基づき、騒音レベルが高くかつ定常的な生物ノイズを整理したところ、

夏季においてはクマゼミ、秋季においてはスズムシが該当した。これらは恒常的に鳴き続けるため、これまで

当該時間は異常音処理ができず欠測扱いとしていた経緯がある。実際のフィールドにおいてこれら 2 種の計

測を行い、周波数分析により、特性把握を試みた。 
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図 2 騒音の発生源別内訳 
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図３及び図４は、クマゼミ、スズムシの周波数特性を示している。また、特性をより明らかにするために鳴

き声の影響が無い時期の同一地点、同一時刻にてブランク計測を行っている。その結果、クマゼミは 2000Hz

以上の領域で概ね 3000～4000Hz にピークレベルを有し、同様にスズムシにおいても 4000Hz 以上の領域に特

徴的なピークレベルを有することが判明した。よって、ローパスフィルタの設計においては 2000Hz 以上を目

安としたカットオフ周波数の検討を行うこととした。 

４．周波数減衰値の設定 

一般的なローパスフィルタはコンデ

ンサと抵抗によって作られるが、目的と

する周波数を除外するカットオフ周波

数の設定の必要がある。カットオフ周波

数は の式にて計算されるが、建設

工事騒音に影響を及ぼさず、かつ内部ノ

イズ等が極小となる減衰特性を、繰り返

しトライアルすることにより求めた。 

 今回設定した減衰量は表 1のとおりであり、自己ノイズも 17dB程度と計測値に問題がないレベルとした。 

５．検証 

作成したローパスフィルタの効果検証を実施した。実際

の建設工事現場にて得られたデータをローパスフィルタで

処理したところ、表 2のデータを得ている。 

ブランクデータ(未施工時データ)にローパスフィルタ処

理した場合、0.5dB未満の変動であった。また、施工時の計

測値を処理した場合、施工を実施している昼間においては

施工により騒音がわずかに上昇していること、未施工の夜

間においてはほとんど変動が無く、騒音計の検定公差程度

の差であることが確認できた。 

６．おわりに  

 本製品を開発したことにより、従来、適正な計測値が表示できなかった季節においても、騒音状況を提示す

ることが可能となり、法令順守や地元住民との円滑な関係性の構築に寄与するものと期待している。ただし、

実務レベルでの検証数が少ないため、事例の蓄積により更に高性能な減衰値の設定を試みる必要がある。 

さらに、今後は流水音などの低周波域にも着目し、高周波、低周波の両方に対応したバンドパスフィルタの開

発にも着手する予定としている。 
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セミの鳴き声は2000HZ以上の領域で高い。
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スズムシの鳴き声は4000HZ以上の領域で高い。

図 3 クマゼミの周波数分析結果 図 4 スズムシの周波数分析結果 

表 1 設定減衰量 

図 5 カットオフ周波数のイメージ 

表 2 ローパスフィルタ効果検証 LAeq：dB(A) 

(ブランク計測の処理) 

項目 昼間 夜間 

ローパスフィルタ処理 43 40

ブランク 43 40 

(施工時の処理) 

項目 昼間 夜間

計測値 57 42 

ローパスフィルタ処理 45 39

ブランク 43 40 
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